
日　時：5月16日（土）12時～17時、17日（日）11時～17時
会　場：横浜赤レンガ倉庫イベント広場（神奈川県横浜市）
参加費：無料
問：アフリカン・フェスタ2009運営事務局
TEL：03-5403-7835
Email：info@africanfesta2009.com
URL：http://www.africanfesta2009.com/

2008年／日本／94分
監督：小林茂
音楽：サカキマンゴー
撮影：吉田泰三
撮影協力：モヨ・チルドレン・センター
公開：5月9日から東京・渋谷のユーロスペースにて

アフリカン・フェスタ2009 in横浜 
魅力あふれるアフリカの音楽、ダンス、料理と、アフリカで

国際協力に取り組むNGOや国際機関などが一堂に会す

る「アフリカン・フェスタ」。アフリカの民族衣装体験やセ

ミナー・ワークショップなど、アフリカをより深く知るための

参加イベントが多数行われる予定。会場は、昨年5月に

第4回アフリカ開発会議（TICAD㈿）が開催された横浜。
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ストリートチルドレンを通して見るアフリカの今 

『チョコラ！』 
日本と違い、アフリカの都市には路上で暮らす子どもたち

がたくさんいる。貧しさのため学校にも行けず、くず拾い

や駐車番をし、時には物ごいをしてその日を生きていく。こ

の映画は、そんな子どもたちと家族、スラムの人々の生き

ざま、そして彼らを長年支援してきたNGO「モヨ・チルドレ

ン・センター」の主宰者である日本人女性テルさんの活

動を真正面にとらえたドキュメンタリー。ケニアの首都ナ

イロビ北東にあるティカで時間をかけて撮影された。「チョ

コラ」とはスワヒリ語で「拾う」こと、転じてストリートチルド

レンを指す蔑称。（文＝高倍宣義）

○c 2009 Yoshida Taizo
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『地球環境がわかる』 
人間が自然の一部であることをどれだけの人が理解しているだろう

か。人間は体の大部分が水であり、海や山の幸を食し、空気を吸っ

て生きている。しかし、それを気に留める人は少ない。本書は、人間

が自然の一員としてどう生きていくべきかを提起。その上で、幅広

い分野にまたがる環境問題を、「地

球温暖化」「自然環境と生物多様性」

「環境をよくするためのしくみと行動」

など7つの章に分けて解説している。

グラフやイラストを多用し、分かりやす

い内容になっている。環境問題を考

えるための入門書としてオススメ。
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